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ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
を
め
ぐ
る
諸
問
題

上

野

俊

彦

ソ連邦共産党第28回大会をめくる諸問題

は
じ
め
に

第
一
章
　
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
繰
り
k
げ
開
催
決
定
ま
で
の
経
緯

第
二
章
　
大
会
代
議
員
選
出
手
続
き
と
代
議
員
の
社
会
的
構
成

第
三
章
　
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会

第
四
章
　
綱
領
的
宣
言

第
五
章
　
党
規
約

お
わ
り
に

は
じ
め
に

　
一
九
九
〇
年
七
月
二
日
か
ら
一
三
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
は
、
結
果
的
に
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
最
後

の
党
大
会
と
な
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て
の
み
、
歴
史
的
な
意
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
大
会
の
歴
史
的
な
意
味
は
、
ま
さ
に

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
ソ
連
邦
共
産
党
が
前
衛
政
党
か
ら
議
会
政
党
へ
と
移
行
で
き
る
か
否
か
、
つ
ま
り
共
産
党
が
社
民
党
化
で
き
る
か
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否
か
が
争
わ
れ
た
と
い
う
点
に
こ
そ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ソ
連
邦
共
産
党
の
前
衛
政
党
か
ら
議
会
政
党
へ
の
移
行
、
な
い
し
は
社
民

党
化
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
過
程
の
と
り
わ
け
一
九
八
七
年
以
降
に
進
め
ら
れ
て
き
た
党
改
革
の
必
然
的
帰
結
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題

は
、
一
九
九
〇
年
、
東
欧
諸
国
の
民
主
化
、
東
西
ド
イ
ッ
統
一
、
冷
戦
構
造
の
終
結
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
歴
史
的
転
換
の
中
で
、
多

民
族
国
家
ソ
連
邦
を
統
合
し
て
き
た
ソ
連
邦
共
産
党
が
ど
の
よ
う
に
変
っ
て
行
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
問
題
意
識
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
の
政
綱
を
持
つ
分
派
の
結
成
を
も
伴
い
な
が
ら
全
党
的
に
議
論
さ
れ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
党
の
分
裂
を
回
避
す
る
た
め
に
妥
協
的

な
路
線
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
結
局
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
自
身
の
政
治
基
盤
を
弱
体
化
さ
せ
、
ひ
い
て
は
一
九
九
一

年
八
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
と
そ
れ
に
続
く
ソ
連
邦
の
崩
壊
へ
の
い
わ
ば
序
曲
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
歴
史
上
重
要
な
大
会
で
あ

っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時
の
ソ
連
内
政
研
究
者
は
、
筆
者
自
身
も
含
め
て
、
一
九
九
〇
年
三
月
の
憲
法
改
正
に
よ
る
大
統
領
制
の

導
入
を
始
め
と
す
る
国
家
機
構
の
目
ま
ぐ
る
し
い
改
編
、
ロ
シ
ア
共
和
国
に
お
け
る
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
台
頭
、
新
連
邦
条
約
に
関
す
る
議
論

と
い
っ
た
表
面
的
な
事
象
の
追
跡
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
さ
ざ
る
を
え
ず
、
も
は
や
党
人
会
に
多
く
の
関
心
を
払
う
余
裕
は
な
か

っ
た
。
確
か
に
当
時
す
で
に
党
の
権
威
は
低
下
し
、
ソ
連
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
の
中
心
も
党
の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ソ

連
邦
の
崩
壊
に
帰
結
す
る
に
至
っ
た
過
程
を
分
析
す
る
に
は
、
や
は
り
ソ
連
邦
の
権
力
機
構
の
中
枢
で
あ
っ
た
党
そ
れ
自
体
の
分
析
が
決

定
的
に
重
要
で
あ
る
。
党
は
一
九
九
一
年
八
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
ま
で
ソ
連
邦
の
権
力
機
構
の
中
枢
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ

そ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
最
後
ま
で
離
党
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
最
後
の
二
年
間
の
党
の
動
き
、
す
な
わ
ち
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
ま
で
の
過
程
、

大
会
そ
れ
自
体
、
大
会
後
、
一
九
九
一
年
八
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
中
央
委
員
会
総
会
で
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
「
最
後
の
闘
争
」
は
、
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

要
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
本
稿
は
、
第
二
八
回
党
大
会
ま
で
の
過
程
を
、

綱
領
と
規
約
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
、
冒
頭
で
述
べ
た
こ
の
党
大
会
の
歴
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
ね
ら
い
が
成
功
し
た
と
い
う
自
信
は
な
い
が
、
こ
の
小
論
が
ソ
連
邦
と
い
う
国
家
と
ソ
連
邦
共
産
党
の
崩
壊
過
程
の
研
究
の
里
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程
標
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
一
章
　
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
人
会
繰
り
上
げ
開
催
決
定
ま
で
の
経
緯

ソ連邦共産党第28同大会をめくる諸問題

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
一
九
八
七
年
一
月
の
党
巾
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、
地
方
党
委
員
会
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
第
一
書
記
を
含
む
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
を
提
案
し
て
い
た
。
し
か
し
、
保
守
派
の
反
対
に
よ
り
、
こ
の
提
案
は
、
同

総
会
決
定
「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
党
の
幹
部
政
策
に
つ
い
て
」
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
改
革
派
の
地
方
党
書
記
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
の
提
案
は
、
下
級
レ
ヴ
ェ
ル
の
い
く
つ
か
の
党
委
員
会
に
お
い
て
実
行
に
移
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
党
委
員
会
書
記
の
複
数
候
補
制
．

秘
密
投
票
選
挙
は
、
州
レ
ヴ
ェ
ル
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
レ
ヴ
ェ
ル
ま
で
に
は
な
か
な
か
拡
大
し
な
か
っ
た
。

　
改
革
派
は
、
一
九
八
八
年
五
月
壬
二
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
承
認
さ
れ
た
「
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
た
め
の
テ
ー
ゼ
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

お
い
て
、
こ
の
問
題
を
再
び
取
り
上
げ
た
。
「
テ
ー
ゼ
」
は
、
「
党
中
央
委
員
会
に
至
る
ま
で
の
」
す
べ
て
の
党
機
関
に
お
け
る
複
数
候
補

制
・
秘
密
投
票
選
挙
の
実
施
を
提
案
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
テ
ー
ゼ
」
の
提
案
は
、
同
年
六
月
二
八
日
～
七
月
一
日
に
開
催
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
社
会
の
民
主
化
と
政
治
シ
ス
テ
ム
の
改
革
に
つ
い
て
」
の
決
議
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ

の
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
指
導
の
も
と
で
、
改
革
に
抵
抗
す
る
勢
力
を
押
さ
え
て
、
い
ま
や
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ

カ
を
経
済
改
革
の
み
な
ら
ず
全
面
的
な
政
治
改
革
へ
と
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し
た
重
要
な
協
議
会
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
党
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
が
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
党
委
員
会
第
一
書
記
や
連
邦
構

成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
の
選
挙
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
は
さ
ら
に
一
年
以
上
の
時
間
を
要
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
の
改
革
へ
の
強
い
決
意
と
、
全
連
邦
党
協
議
会
の
決
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
官
僚
（
ア
パ
ラ
チ
キ
）
た
ち
が
こ
の
提
案
を

受
け
入
れ
る
こ
と
に
強
く
抵
抗
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
多
く
の
党
官
僚
が
抵
抗
し
た
の
は
、
自
分
た
ち
が
ま
さ
に
人
事
権
を
掌
握
す
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る
こ
と
に
よ
っ
て
権
力
基
盤
を
築
い
て
き
た
か
ら
で
あ
り
、
か
り
に
党
書
記
の
複
数
候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
党
の

人
事
政
策
の
根
幹
を
な
す
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
制
を
掘
り
崩
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
自
分
た
ち
の
権
力
基
盤
が
崩
壊

し
て
し
ま
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
一
九
八
九
年
九
月
一
九
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、

党
が
依
然
と
し
て
「
古
い
機
構
や
時
代
遅
れ
の
規
制
・
指
示
に
よ
っ
て
が
ん
じ
が
ら
め
に
な
っ
て
い
る
」
、
コ
部
の
幹
部
が
従
来
の
固
定

観
念
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
」
、
「
革
新
的
構
想
の
獲
得
が
、
党
の
一
連
の
環
や
一
部
の
幹
部
・
党
員
の
あ
い
だ
で
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
い
」
と
嘆
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
、
「
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
た
め
の
テ
ー
ゼ
」
は
、
ま
た
、
す
べ
て
の
党
委
員
会
の
任
期
を
五
年
と
し
、
党
内
被
選
出
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ス
ト
の
任
期
を
原
則
と
し
て
連
続
二
期
に
制
限
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
が
、
全
連
邦
党
協
議
会
決
議
は
さ
ら
に
党
最
高
指
導
者
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

め
て
例
外
な
く
こ
れ
を
適
用
す
る
こ
と
と
し
、
ま
た
す
べ
て
の
党
委
員
会
の
委
員
の
二
〇
％
程
度
を
二
～
三
年
ご
と
に
更
新
す
る
と
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
ソ
連
邦
共
産
党
史
上
初
め
て
、
党
最
高
指
導
者
の
交
代
が
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
「
テ
ー
ゼ
」
は
、
党
機
関
に
よ
る
国
家
機
関
の
代
行
を
批
判
し
、
党
委
員
会
と
国
家
機
関
・
経
済
機
関
と
の
機
能
の
分
離
を
主

　
　
　
（
9
）

張
し
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
報
告
で
、
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
の
管
理
部
門
別

の
細
分
化
と
そ
れ
に
対
応
す
る
下
級
党
機
関
の
付
属
部
局
の
細
分
化
を
や
め
付
属
部
局
の
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
、
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

委
員
会
内
に
内
外
政
策
の
分
野
ご
と
に
委
員
会
を
設
け
る
提
案
を
行
な
っ
た
。
党
中
央
委
員
会
の
と
り
わ
け
生
産
関
連
の
部
局
の
構
成
が

政
府
の
産
業
部
門
別
省
庁
構
成
と
パ
ラ
レ
ル
も
し
く
は
そ
れ
を
統
轄
し
た
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
機
構
を
通
じ
て
党
は
国
家
行
政
を

直
接
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
代
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
党
中
央
委
員
会
付
属
部
局
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

簡
素
化
に
よ
っ
て
こ
れ
を
廃
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
全
連
邦
党
協
議
会
の
決
議
に
採
用
さ
れ
、
全
連
邦
党
協
議
会
の
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

ぼ
三
ヵ
月
後
の
一
九
八
八
年
九
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
組
織
改
編
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
の
は
、
付
属
部
局
の
削
減
に
よ
っ
て
党
に
よ
る
国
家
機
関
の
「
代
行
」
を
抑
制
し
、
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党
と
国
家
が
分
離
す
る
条
件
を
準
備
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
党
中
央
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
名
ほ
ど
の
中
央
委
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
六
つ
の
委
員
会
を
設
け
、
こ
の
委
員
会
が
付
属
部
局
を
指
導
す
る
形
式
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
直
接
に
付
属
部

局
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
っ
た
党
中
央
委
員
会
書
記
の
地
位
を
相
対
的
に
低
下
さ
せ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
党
書
記
の
複
数

候
補
制
・
秘
密
投
票
選
挙
に
よ
る
ノ
！
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
制
の
崩
壊
は
、
人
事
権
を
掌
握
し
て
い
た
党
書
記
の
権
限
を
著
し
く
縮
小
さ

せ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
党
中
央
委
員
会
書
記
も
ま
た
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
そ
れ
に
加
え
て
党
中
央
委
員
会
書
記
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

中
央
に
お
け
る
国
家
行
政
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
権
限
を
も
相
対
的
に
縮
小
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
八
八
年
の
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
の
諸
決
定
は
、
改
革
派
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ

に
対
す
る
抵
抗
も
ま
た
激
し
か
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
党
改
革
の
総
仕
上
げ
と
し
て
の
第
二
八
回
党
大
会
へ
と
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
14
）

む
こ
と
に
な
っ
た
。
党
大
会
は
、
党
規
約
に
よ
れ
ば
少
な
く
と
も
五
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
、
一
九
六
一

年
一
〇
月
一
七
～
三
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
二
回
党
大
会
か
ら
、
一
九
八
六
年
二
月
二
五
日
～
三
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

大
会
ま
で
、
五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
党
大
会
の
五
年
ご
と
の
開
催
は
慣
例
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
慣
例
に
従
え
ば
、
第
二

八
回
党
大
会
は
、
第
二
七
回
党
大
会
か
ら
数
え
て
五
年
後
の
一
九
九
一
年
二
月
末
に
開
催
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
八
九

年
九
月
一
九
～
二
〇
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
は
、
第
二
八
回
党
大
会
を
四
ヵ
月
繰
り
上
げ
て
一
九
九
〇
年
一
〇
月
に
開
催
す
る
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

お
よ
び
党
規
約
の
改
正
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
そ
の
演
説
に
お
い
て
、
こ
の
第
二
八
回
党
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

お
い
て
、
近
い
将
来
を
見
通
す
行
動
綱
領
（
娼
o
∈
寒
濫
覚
悪
8
切
§
）
を
策
定
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
翌
一
九
九
〇
年

三
月
二
、
一
四
、
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
総
会
は
、
党
大
会
を
さ
ら
に
三
ヵ
月
繰
り
上
げ
て
一
九
九
〇
年
七
月
二
日
か

ら
開
催
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
党
大
会
で
、
す
で
に
一
九
九
〇
年
二
月
五
～
七
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
公
表
さ
れ
て
い
た
「
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

的
、
民
主
的
社
会
主
義
へ
向
け
て
」
の
党
政
綱
（
目
”
昌
8
臣
）
草
案
を
採
択
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
党
規
約
草
案
を
公
表

（
1
9
）

し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
八
回
党
大
会
の
開
催
が
二
度
に
わ
た
っ
て
繰
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
背
景
に
は
、
社
会
が
急
速
に
変
化
し
て
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い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
党
そ
れ
自
体
は
そ
の
社
会
の
変
化
に
対
応
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ら
改
革
派
党
幹
部

の
危
機
感
が
非
常
に
強
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

第
二
章
　
大
会
代
議
員
選
出
手
続
き
と
代
議
員
の
社
会
的
構
成

　
一
九
九
〇
年
二
月
五
～
七
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
公
表
さ
れ
た
「
人
間
的
、
民
主
的
社
会
主
義
へ
向
け
て
」
の
党
政
綱
草
案
は
、

第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
選
出
方
法
に
つ
い
て
、
「
す
べ
て
の
共
産
党
員
の
直
接
参
加
の
も
と
に
複
数
の
候
補
者
か
ら
選
挙
さ
れ
る
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

い
う
画
期
的
な
提
案
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
党
中
央
委
員
会
党
建
設
・
人
事
政
策
問
題
委
員
会
は
、
「
第
二
八
回
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

大
会
の
代
議
員
選
出
手
続
き
」
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
草
案
は
、
大
会
代
議
員
を
次
の
よ
う
な
方
法
で
選
出
す
る
と
し
て
い
た
。

　
①
党
大
会
代
議
員
候
補
者
は
初
級
党
組
織
が
指
名
す
る
。
党
員
数
の
少
な
い
組
織
の
党
員
は
地
区
党
委
員
会
お
よ
び
市
党
委
員
会
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
合
同
会
議
で
候
補
者
指
名
を
行
な
う
。
そ
の
際
、
競
争
、
複
数
候
補
、
候
補
者
の
政
治
的
道
徳
的
資
質
の
客
観
的
評
価

を
保
障
す
る
。
②
選
挙
は
小
選
挙
区
制
と
大
選
挙
区
制
の
ど
ち
ら
の
方
法
で
も
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
③
投
票
は
秘
密
投
票
と
し
、
当

該
選
挙
区
の
党
員
の
過
半
数
が
選
挙
に
参
加
し
た
場
合
に
成
立
す
る
。
④
小
選
挙
区
で
は
、
当
選
に
は
投
票
者
の
過
半
数
票
が
必
要
で
、

い
ず
れ
の
候
補
者
も
過
半
数
票
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
上
位
二
名
に
よ
る
再
投
票
が
実
施
さ
れ
る
が
、
再
投
票
の
際
に
は
最
多
得
票

者
が
大
会
代
議
員
に
選
出
さ
れ
る
。
⑤
大
選
挙
区
に
お
い
て
選
挙
が
不
成
立
と
な
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
選
挙
区
の
定
数
に
空
き
が
あ
る

場
合
は
、
州
お
よ
び
辺
区
の
党
協
議
会
、
連
邦
構
成
共
和
国
党
大
会
で
直
接
に
代
議
員
が
選
出
さ
れ
る
。
⑥
州
お
よ
び
辺
区
の
党
委
員
会

総
会
、
な
ら
び
に
連
邦
構
成
共
和
国
党
中
央
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
、
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
の
定
め
る
大
会
代
議
員
選
出
基
準
、

す
な
わ
ち
大
会
代
議
員
一
人
当
た
り
の
党
員
数
、
と
同
等
か
ま
た
は
そ
れ
よ
り
多
い
党
員
数
を
持
つ
初
級
党
組
織
は
直
接
に
大
会
代
議
員

を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑦
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
陸
海
軍
、
内
務
省
軍
、
国
境
警
備
隊
か
ら
の
党
大
会
代
議
員
は
、
以
前
の
よ
う
に
地
域
党
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組
織
か
ら
選
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
軍
管
区
、
艦
隊
、
統
合
部
隊
、
軍
種
、
内
務
省
軍
管
理
局
、
国
境
警
備
管
区
の
党
協
議
会
に
お
い

て
直
接
に
選
出
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
軍
の
党
員
は
、
地
域
の
党
協
議
会
、
連
邦
構
成
共
和
国
党
大
会
の
活
動
に
参
加
し
、
当
該
党
機
関
へ

の
選
挙
権
と
被
選
挙
権
を
持
つ
が
、
地
域
党
組
織
か
ら
の
党
大
会
代
議
員
選
出
に
は
関
与
で
き
な
い
。

　
こ
の
「
第
二
八
回
党
大
会
の
代
議
員
選
出
手
続
き
」
案
は
、
一
方
で
、
初
級
党
組
織
が
党
大
会
代
議
員
候
補
者
の
指
名
を
行
な
い
、
複

数
候
補
の
中
か
ら
直
接
秘
密
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
す
る
と
い
う
点
で
は
極
め
て
民
主
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
、
軍
人
党
員
を
、

軍
内
の
党
組
織
で
選
出
す
る
と
い
う
方
法
を
採
用
し
た
た
め
に
あ
ら
か
じ
め
党
大
会
に
お
け
る
一
定
数
の
議
席
を
軍
の
党
員
に
与
え
る
こ

と
を
保
障
し
て
い
た
点
で
大
き
な
問
題
を
孕
ん
で
も
い
た
。

　
一
九
九
〇
年
三
月
二
、
一
四
、
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
総
会
で
、
一
六
日
に
採
択
さ
れ
た
「
ソ
連
邦
共
産
党
第
．
一
八

回
大
会
招
集
日
、
党
内
報
告
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、
大
会
代
議
員
選
出
基
準
お
よ
び
選
出
手
続
き
に
つ
い
て
」
の
党
中
央
委
員
会

総
会
決
定
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
大
会
代
議
員
選
出
手
続
き
の
民
主
化
に
つ
い
て
は
、
後
退
し
た
内
容
の
も
の
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

「
競
争
、
複
数
候
補
、
秘
密
投
票
」
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
初
級
党
組
織
に
よ
る
候
補
者
指
名
に
つ
い
て
の
規
定
や
、

大
会
代
議
員
選
出
基
準
と
同
等
か
ま
た
は
そ
れ
よ
り
多
い
党
員
数
を
持
つ
初
級
党
組
織
が
直
接
に
大
会
代
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
っ
た
規
定
は
削
除
さ
れ
、
選
挙
は
州
レ
ベ
ル
以
上
の
党
協
議
会
で
実
施
す
る
と
規
定
さ
れ
、
他
方
で
、
軍
人
党
員
の
選
出
手
続
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

に
つ
い
て
の
規
定
は
、
ほ
ぼ
草
案
通
り
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
大
会
代
議
員
を
初
め
て
「
競
争
、
複
数
候
補
、
秘
密
投
票
」
に
よ
っ
て
選
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
的
に
は
、
選

出
さ
れ
た
代
議
員
の
か
な
り
の
部
分
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
保
守
的
な
代
議
員
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

選
出
代
議
員
の
社
会
的
構
成
（
表
1
）
か
ら
、
あ
る
程
度
、
推
測
が
で
き
る
。
選
出
代
議
員
の
社
会
的
構
成
を
見
る
と
、
労
働
者
の
比
率

が
低
い
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
党
機
関
勤
務
員
の
比
率
が
、
第
二
七
回
党
大
会
に
比
べ
て
ほ
ぼ
二
倍
、
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議

会
に
比
べ
て
一
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
。
党
機
関
に
勤
務
す
る
専
従
党
員
、
す
な
わ
ち
ア
パ
ラ
チ
キ
が
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
も
っ
と
も
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表1　ソ連邦共産党の第27回大会、第19回全連邦協議会、

　第28回大会の代護員の社会的構成

ロシア共和国共産党創立大会、

第27回大会A） 第19回令連邦 ロシア共和国 第28回大会D）

協議会B） 共産党創立大会o

1986．2．25－3．6 1988，628－7．1 19906．19－23 1990．7．2－14

9．4－6

所属民族数 72 72 47 63

代議員総数 5，000人100％ 5，000人100％ 2，768人100％ 4，683人100％

新人代議員（更新率） 3，827　765 3，934　84．0

女性 1，352　270 1，258　25，2 173　6，3 344　7，3

労働者 1，705　34．1 1，638　32．8 264　9．5 543　11．6

r業　運輸、通｛、蓄部門
従事著

1。375D27，5 一 577　208 1，005　215

農業従事者 872　174 866　173 235　8．5 483　10．3

コルホーズ員 一 一 118　43 255　5．4

経済部門の指導者 一 一 一 約17（796人）％

生産合同、コンピナート
企業、部門間科学・技術

355　7．1 354　7．1 210　7．6 一

コンプレクス、設計組織、

技術サーピス機関の指導者

ソフホーズ所長 80　1．6 74　1．5 60　2．2 一

コルホーズ議長 ll6　2．3 108　2。2 75　2，7 一

作家、芸術家、医師、教 156　3．1 一 一 一
師、俳優、マスコミ関係者

学術・芸術分野のインテリ 『 436　8．7 245　8．9 392　8．4

科学研究・高等教育機 114　2．3 1752）3。5 一 一
関勤務員

教育関係者 『 932）1．9 一 『

医療関係者 一 412）0．8 一 ｝

文化・芸術活動家 一 692）1．4 129Zl47 一

マスコミ関係者 一 433）0，9 34D　1。2 532）1．1

党機関勤務員 1，074　215 一 1，171　42．3 40％（1873人）

　　　　以上

被選出党機関員 一 3，153　631 一 『

連邦構成共和国党中央 一 290　5．8 一 一

委員会、辺区、州党委
員会書記

辺区、州党委員会書記 一 』 974）3．5 一

管区、市、地区党委員 5704〉ll4 537　10．7 4214）15．2 一

会書記
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農村地区党委員会書記 ＿　　T
一 2504190 一

初級党組織、職場党組 698　140 762　152 一 一

織、党グループ辞記

初級党組織書記 一 『 339の122 一

ソヴェート　労組　コ
ムソモール機関勤務員

682　136 629　12．6 一

ソヴェート機関勤務員 一 ｝ 305　110 一

人民代議員 3．376～1675 3，119　624 一 2，737　584

ソ連邦入民代議員 一 一 113　41 276bl59

連邦構成共和国　自治
斯咽入民代議藁

一 一 『 516ω110

ロシァ共和国人民代議 一 一 126　46 　
膨■

貝

ロシア共和国内の自治 一 102　37 一

共和国人民代議員

ロシア共和国内の地方 『 一 1，387　501 一

人民代議員

ソ連軍、内務省、KGB ㎝ 一 ㎝ 6％（281人）以L

ソ連軍 　 一 183　66 一

†、：1）　「労働者」に含まれる。2）　「学術・去術分野のインテリ」に含まれる。3》　「学術・芸術分野のイ

　ンテリ」に含まれない。4）　「克機関勤務員」に含まれる。5）　ソ座邦・連邦構成タ、和国・自冶共和国11芝

　高会議、地方入民代議員ソウェートの代議員。6）　「人民代議員」に合まれる。なお、 はテータなしを

　意昧する。

出典。A）砂αθ∂α，1986，28ΦeBpa朋，c5，B）ηρα8∂α，1988，30H沁R月，c5，C）／功αθ∂α1990，21，

　Hm朋，c3；D）／ゆα8∂α，1990，5HIo朋，c4　いずれも代議員資格審査委員会報告から。
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抵
抗
し
て
い
た
勢
力
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
に
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
対
す
る
抵
抗
勢
力
が
極
め
て
多

か
っ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
、
党
機
関
勤
務
員
が
す
べ
て
保
守
的
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
、
四
〇

％
を
越
え
る
こ
の
勢
力
が
党
大
会
の
方
向
を
決
定
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
党
機
関
勤
務
員
と
言
っ
て
も
そ
の

内
訳
は
第
二
八
回
党
大
会
の
代
議
員
資
格
審
査
委
員
会
報
告
で
は
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
八
回
党
大
会
開
会
二
週
間
前
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

一
九
九
〇
年
六
月
一
九
～
壬
二
日
に
開
催
さ
れ
た
ロ
シ
ア
党
協
議
会
の
代
議
員
資
格
審
査
委
員
会
報
告
で
は
い
く
ぶ
ん
詳
し
い
内
訳
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
ロ
シ
ア
党
協
議
会
に
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
内
で
第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
に
選
出
さ
れ
た
党
員
が
そ
の
ま
ま
代

議
員
と
し
て
参
加
し
た
の
で
、
ロ
シ
ア
党
協
議
会
の
代
議
員
の
社
会
的
構
成
は
、
そ
の
ま
ま
第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
の
う
ち
の
ロ
シ
ア

共
和
国
選
出
代
議
員
の
社
会
的
構
成
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
の
五
九
・
一
％
を
占
め
る
と
い
う
そ
の
規
模
か
ら

し
て
、
第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
全
体
の
社
会
的
構
成
の
公
表
さ
れ
て
い
な
い
内
訳
を
推
測
す
る
た
め
の
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
さ
て
、
ロ
シ
ア
党
協
議
会
の
代
議
員
資
格
審
査
委
員
会
報
告
に
よ
れ
ば
、
党
機
関
勤
務
員
の
内
訳
は
、
ロ
シ
ア
党
協
議
会

で
は
、
第
二
七
回
党
大
会
お
よ
び
第
一
九
回
全
連
邦
党
協
議
会
に
比
べ
て
管
区
、
市
、
地
区
党
委
員
会
書
記
が
（
農
村
地
区
党
委
員
会
書
記

を
含
め
る
と
）
二
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
の
上
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
辺
区
・
州
党
委
員
会
書
記
は
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
従
っ
て
、
書
記
に
つ
い
て
言
え
ば
、
中
間
レ
ベ
ル
の
地
方
党
書
記
が
増
大
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
党
機
関
勤
務
員
で
あ
る

ロ
シ
ア
党
協
議
会
代
議
員
一
一
七
一
名
の
う
ち
、
七
六
八
名
が
、
辺
区
・
州
、
管
区
・
市
・
地
区
党
委
員
会
、
初
級
党
組
織
の
書
記
で
あ

る
か
ら
、
残
り
の
四
〇
三
名
の
ほ
と
ん
ど
は
、
書
記
以
外
の
党
機
関
に
勤
務
す
る
専
従
党
員
で
あ
る
。
彼
ら
が
、
も
っ
と
も
純
粋
な
意
味

で
の
ア
パ
ラ
チ
キ
で
あ
る
。
こ
の
純
粋
な
意
味
で
の
ア
パ
ラ
チ
キ
だ
け
で
、
ロ
シ
ア
党
協
議
会
代
議
員
の
二
五
％
を
占
め
て
い
る
と
い
う

の
は
、
こ
の
党
協
議
会
の
性
格
を
決
定
す
る
上
で
、
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
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第
三
章
　
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会

ソ連邦共産党第28回大会をめぐる諸問題

　
一
九
九
〇
年
六
月
一
九
日
、
ソ
連
邦
共
産
党
ロ
シ
ア
協
議
会
が
開
会
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
党
協
議
会
は
、
途
中
か
ら
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産

党
創
立
大
会
と
な
り
、
二
週
間
後
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
第
二
八
回
党
大
会
で
予
想
さ
れ
る
保
革
対
立
の
前
哨
戦
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ソ
連
邦
共
産
党
の
共
和
国
党
組
織
と
し
て
唯
一
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
こ
の
ロ
シ
ア
党
協
議
会
の
開
催
の
経
緯
は
、
前
年
一
九
八
九
年
九
月
一
九
～
二
〇
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
現
在
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

条
件
の
下
で
の
党
の
民
族
政
策
（
ソ
連
邦
共
産
党
政
綱
目
鋤
昌
8
臣
）
」
に
遡
る
。
こ
の
民
族
政
策
に
関
す
る
政
綱
は
、
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
連
邦

制
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
枠
内
で
の
ロ
シ
ア
共
和
国
の
国
家
的
・
法
的
地
位
の
問
題
が
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
共
和
国
の

一
連
の
管
理
機
能
の
遂
行
は
現
在
ま
で
連
邦
機
関
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
…
…
冒
シ
ア
］
共
和
国
国
家
機
関
の
創
設
と
並
ん
で
、
ロ
シ
ア

共
和
国
内
の
党
組
織
の
活
動
を
ソ
連
邦
共
産
党
ロ
シ
ア
協
議
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
調
整
す
る
こ
と
の
可
能
性
を
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
5
）

す
べ
き
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
八
九
年
二
一
月
九
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

ロ
シ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
三
月
一
六
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
「
ロ
シ
ア
党
協
議
会
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

て
」
の
決
定
が
採
択
さ
れ
、
第
二
八
回
党
大
会
ま
で
に
ロ
シ
ア
党
協
議
会
を
招
集
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ロ
シ
ア
党
協
議
会
代
議
員
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
第
．
一
八
回
党
大
会
代
議
員
が
兼
ね
た
。
表
1
に
示
し
た
よ
う
に
、
第
二
八
回
党

大
会
代
議
員
四
六
八
三
人
の
ほ
ぼ
六
〇
％
に
あ
た
る
二
七
六
八
人
が
ロ
シ
ア
党
協
議
会
に
代
議
員
と
し
て
出
席
し
た
。
六
月
一
九
日
、
開

会
初
日
に
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
ロ
シ
ア
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
議
長
で
も
あ
る
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
基
調
報
告
を
行
な
っ
た
。
ゴ
ル

バ
チ
ョ
フ
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
の
創
設
は
適
当
で
あ
り
必
要
で
も
あ
る
が
、
ソ
連
邦
と
ロ
シ
ア
共
和
国
と
の
、
ま
た
ソ
連
邦
共
産

党
と
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
と
の
、
い
か
な
る
対
立
も
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
た
上
で
、
ロ
シ
ア
党
協
議
会
を
ロ
シ
ア
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

和
国
共
産
党
創
立
大
会
と
し
、
そ
の
指
導
部
を
選
出
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
報
告
は
、
連
邦
党
と
共
和
国
党
と
の
対
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立
の
可
能
性
を
憂
慮
し
て
い
た
が
、
こ
の
憂
慮
は
ま
さ
に
こ
の
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
に
お
い
て
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
含
む
ソ

連
邦
共
産
党
指
導
部
へ
の
激
し
い
批
判
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
と
な
っ
た
。

　
た
と
え
ば
、
メ
リ
ニ
コ
フ
・
ケ
メ
ロ
ヴ
ォ
州
党
委
員
会
第
一
書
記
は
党
中
央
委
員
お
よ
び
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
全
員
の
辞
任
を
要
求
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

る
と
と
も
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
個
人
崇
拝
に
対
す
る
懸
念
を
表
明
、
ま
た
マ
カ
シ
ョ
フ
沿
ヴ
ォ
ル
ガ
・
ウ
ラ
ル
軍
管
区
司
令
官
も
、
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

央
委
員
会
と
政
治
局
の
怠
慢
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
リ
ガ
チ
ョ
フ
政
治
局
員
・
書
記
も
、
東
欧
情
勢
・
ド
イ
ッ
統
一
問
題
を
事
例
に
社
会

主
義
共
同
体
の
崩
壊
と
帝
国
主
義
陣
営
の
強
化
を
指
摘
し
、
こ
う
し
た
情
勢
に
対
す
る
党
指
導
部
の
取
り
組
み
を
批
判
し
、
ま
た
改
革
そ

れ
自
体
の
方
向
は
正
し
い
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
戦
術
や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
過
ち
が
あ
る
と
し
、
多
く
の
重
要
な
問
題
が
政
治
局
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

も
中
央
委
員
会
で
も
議
論
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
ま
た
「
民
主
政
綱
」
派
を
「
他
の
党
」
と
し
て
非
難
し
た
。
彼
ら
保
守
勢
力

が
連
邦
党
指
導
部
を
厳
し
く
批
判
し
た
背
景
に
は
、
一
九
九
〇
年
三
月
一
四
日
の
ソ
連
邦
憲
法
改
正
に
よ
る
ソ
連
邦
共
産
党
の
指
導
的
地

位
の
放
棄
（
複
数
政
党
制
の
導
入
）
お
よ
び
大
統
領
制
の
導
入
に
伴
っ
て
政
策
決
定
機
構
が
党
機
関
か
ら
国
家
機
関
へ
と
移
行
し
た
た
め
に
、

政
策
立
案
過
程
に
お
い
て
ソ
連
邦
共
産
党
が
軽
視
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
国
民
の
間
で
党
の
権
威
が
低
下
し
、
社
会
主
義
な
い
し
は
党
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

自
体
に
対
す
る
拒
否
感
が
増
大
し
て
い
る
と
い
う
現
状
に
対
す
る
不
満
や
危
機
意
識
な
い
し
は
焦
燥
感
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
が
、
全
体
と
し
て
改
革
派
指
導
部
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
の
場
と
な
っ
た
こ
と
は
、

す
で
に
見
た
よ
う
に
、
代
議
員
全
体
に
占
め
る
中
堅
ア
パ
ラ
チ
キ
の
比
率
の
高
さ
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
予
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

連
邦
党
の
指
導
部
と
連
邦
党
中
央
委
員
会
に
お
い
て
改
革
派
と
中
道
派
が
多
数
派
を
形
成
し
て
い
た
と
き
、
中
堅
ア
パ
ラ
チ
キ
を
中
核
と

す
る
党
内
保
守
派
が
ロ
シ
ア
共
和
国
党
指
導
部
を
自
派
で
固
め
、
そ
れ
を
足
掛
か
り
に
連
邦
党
指
導
部
と
一
戦
を
交
え
よ
う
と
考
え
た
と

し
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
か
っ
た
。
自
ら
も
第
二
八
回
党
大
会
代
議
員
と
し
て
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
に
参
加
し
た
民
主

政
綱
派
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
ル
ィ
セ
ン
コ
は
、
第
二
八
回
党
大
会
を
前
に
、
大
会
代
議
員
に
占
め
る
ア
パ
ラ
チ
キ
の
比
率
の
高
さ
に
懸
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

を
示
し
、
大
会
に
関
す
る
楽
観
的
な
予
想
を
批
判
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
は
、
六
月
二
二
日
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
第
一
書
記
選
挙
を
実
施
し
た
。
七
名
の
候
補
者
が
投
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

に
か
け
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
過
半
数
票
を
獲
得
で
き
ず
、
上
位
二
名
の
ポ
ロ
ス
コ
フ
・
ク
ラ
ス
ノ
ダ
ー
ル
辺
区
党
第
一
書
記
と
ロ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

フ
・
ア
ル
メ
ニ
ア
共
産
党
第
二
書
記
の
決
選
投
票
と
な
り
、
結
局
、
連
邦
党
政
治
局
を
強
く
批
判
し
て
い
た
ポ
ロ
ス
コ
フ
が
ロ
シ
ア
共
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

国
共
産
党
第
一
書
記
に
選
出
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
は
、
六
月
二
三
日
、
「
現
下
の
情
勢
お
よ
び
ロ
シ
ア
共
和
国
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
37
）

産
党
の
第
一
義
的
課
題
に
つ
い
て
の
決
議
」
を
採
択
し
て
そ
の
第
一
段
階
を
終
了
し
た
。
決
議
は
、
「
民
主
化
」
な
ど
を
名
目
に
党
を
分

裂
さ
せ
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
こ
と
を
強
く
警
戒
し
、
ま
た
連
邦
党
指
導
部
の
失
敗
に
対
す
る
個
人
的
責
任
を
明
確
に
す
る
よ
う
求
め

て
い
た
。
ま
た
、
一
九
一
七
年
一
〇
月
の
社
会
主
義
革
命
の
正
し
さ
を
確
信
す
る
と
し
、
今
日
の
困
難
の
原
因
は
社
会
主
義
思
想
そ
れ
自

体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
歪
曲
に
あ
る
と
し
、
過
去
の
歴
史
へ
の
批
判
を
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
人
民
に
対
す
る
侮
辱
に
変
え
て
は
な
ら
な
い

な
ど
と
訴
え
る
、
極
め
て
保
守
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
書
記
の
選
挙
結
果
と
こ
の
決
議
の
内
容
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
が

保
守
的
で
あ
る
と
い
う
評
価
を
さ
ら
に
い
っ
そ
う
強
め
る
結
果
と
な
り
、
後
に
、
本
来
は
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
に
結
集
す
べ
き
ロ
シ
ア

共
和
国
内
の
党
組
織
の
う
ち
、
少
な
く
な
い
部
分
が
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
に
参
加
し
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
に
お
け
る
連
邦
党
指
導
部
に
対
す
る
厳
し
い
批
判
と
保
守
的
ム
ー
ド
は
、
そ
の
二
週
間
後

に
行
な
わ
れ
た
第
二
八
回
党
大
会
ま
で
、
そ
の
ま
ま
継
続
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
に
お
い
て
明
白
に
な
っ
た
こ
と
の
一
つ
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
指
導
部

に
対
し
て
そ
の
影
響
力
を
十
分
に
は
保
持
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
そ
の
最
高
指
導
者

と
な
っ
た
ロ
シ
ア
共
和
国
の
国
家
機
構
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
の
国
家
機
構
に
対
し
て
も
影
響

力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
が
ソ
連
邦
共
産
党
に
対
し
て
、
ま
た
ロ
シ
ア
共
和
国
の
国
家
機
構
が
ソ
連

邦
の
国
家
機
構
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
立
し
、
か
つ
実
際
の
政
治
動
向
に
対
す
る
影
響
力
が
増
大
し
始
め
る
や
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
政

治
的
基
盤
は
、
党
の
レ
ベ
ル
で
も
、
ま
た
国
家
機
構
の
レ
ベ
ル
で
も
弱
体
化
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
、
ソ
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連
邦
共
産
党
で
あ
れ
、
共
和
国
共
産
党
で
あ
れ
。
全
体
と
し
て
の
ソ
連
邦
共
産
党
そ
れ
自
体
が
政
治
的
影
響
力
を
失
い
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
実

際
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
政
治
基
盤
の
弱
体
化
は
、
主
と
し
て
ソ
連
邦
の
国
家
機
構
の
解
体
な
い
し
弱
体
化
の
過
程
に
お
い
て
ソ
連
邦
大
統
領
と
し
て

の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
基
盤
が
掘
り
崩
さ
れ
て
い
く
と
い
う
形
で
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
が
こ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
ソ
連
邦
お
よ
び
ソ
連
邦
共
産
党
成
立
の
歴
史
的
経
緯

の
特
殊
な
事
情
に
も
よ
る
が
、
具
体
的
に
は
、
ソ
連
邦
の
形
成
に
伴
っ
て
一
九
二
五
年
に
全
連
邦
共
産
党
（
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
）
が
創
設
さ

れ
た
際
に
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
結
成
の
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
ソ
連
邦
の
諸
民
族
の
分
裂
を
招
く
と
し
て
そ

れ
に
反
対
し
た
た
め
に
実
現
し
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
実
態
と
し
て
は
、
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
が
ロ
シ
ア
共
和
国
内
の
党
組
織
を

直
接
に
掌
握
す
る
こ
と
で
、
ソ
連
邦
全
体
を
支
配
す
る
基
盤
と
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
逆
に
言
え
ば
、
上

述
の
と
お
り
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
の
結
成
は
直
ち
に
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
の
基
盤
の
弱
体
化
を
意
味
す
る
こ
と
は
わ
か
り
き
っ
た

こ
と
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
が
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
の
結
成
を
認
め
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
が
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
に
対
す
る
批
判
勢
力
を
糾
合
す
る
場
と
な
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
そ
う
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
が
各
連
邦
構
成
共
和
国
の
主
権
確
立
の
動
き
の
中
で
、
ロ
シ
ア
共
和
国
内

の
党
組
織
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
さ
に
そ
れ
ら
ロ
シ
ア
共
和
国
内
の
党
組
織
が
ロ
シ
ア
共
和
国

共
産
党
の
結
成
に
動
き
始
め
た
と
き
、
そ
し
て
そ
の
動
き
が
そ
れ
自
体
は
改
革
の
流
れ
に
そ
っ
て
い
た
共
和
国
の
主
権
確
立
の
動
き
と
重

な
っ
て
保
革
両
勢
力
の
支
持
を
獲
得
し
た
と
き
、
そ
の
流
れ
に
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
は
、
抵
抗
し
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
四
章
　
綱
領
的
宣
言

ソ
連
邦
共
産
党
の
最
も
基
本
的
な
文
書
は
綱
領
（
暮
o
∈
窪
臣
）
と
規
約
で
あ
る
。
綱
領
は
、
コ
定
の
歴
史
的
段
階
に
お
け
る
党
の
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（
38
）

究
極
的
目
的
お
よ
び
最
重
要
の
任
務
を
内
容
と
す
る
党
の
基
本
的
な
理
論
文
書
」
で
あ
り
、
規
約
は
、
「
党
員
の
義
務
お
よ
び
権
利
、
党

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

の
組
織
原
則
、
党
内
生
活
の
規
範
、
党
の
実
践
活
動
の
方
法
を
規
定
す
る
ソ
連
邦
共
産
党
の
党
内
生
活
の
基
本
法
」
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ

も
党
大
会
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
綱
領
は
、
そ
の
定
義
か
ら
す
れ
ば
、
一
定
の
歴
史
的
段
階
を
通
じ
て
有
効
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
し
ば
し
ば
改
正
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
実
際
、
一
九
〇
三
年
の
第
二
回
党
大
会
に
お
い
て
、
党
の
基
本
的
任
務
を
資
本
主
義
の
打
倒
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
の
樹
立
と

し
（
最
大
限
綱
領
）
、
当
面
の
目
標
を
専
制
の
打
倒
と
民
主
的
共
和
制
の
樹
立
と
す
る
（
最
小
限
綱
領
）
、
最
初
の
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
後
、

一
九
一
七
年
の
革
命
を
経
て
、
一
九
一
九
年
三
月
の
第
八
回
党
大
会
で
第
二
綱
領
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
二
綱
領
は
、
一
九
一
七

年
に
お
け
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
権
力
奪
取
の
結
果
、
第
一
綱
領
が
遂
行
さ
れ
た
と
し
、
党
の
基
本
的
任
務
を
社
会
主
義
の
基
盤
の
建
設

と
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
第
三
綱
領
が
採
択
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
四
二
年
後
の
一
九
六
一
年
一
〇
月
の
第
二
二
回
党
大
会
で

あ
っ
た
。
こ
の
党
大
会
で
新
し
い
第
三
綱
領
が
採
択
さ
れ
た
の
は
、
第
二
綱
領
の
定
め
た
任
務
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
建
設
と
い
う
任

務
が
達
成
さ
れ
た
と
自
ら
評
価
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
第
三
綱
領
は
、
党
の
基
本
的
任
務
を
社
会
主
義
建
設
の
次
の
段
階
で
あ
る
共
産
主

義
の
建
設
と
定
め
た
。
そ
の
後
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
に
は
綱
領
の
改
正
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
共
産
主
義
建
設
の
任
務
は
い
ま
だ
達
成
さ

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
就
任
の
翌
年
の
一
九
八
六
年
二
～
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
党
大
会
は
、
「
国
の
社
会
経
済
発
展
の
加
速

化
に
基
づ
い
た
、
社
会
主
義
の
計
画
的
で
全
面
的
な
改
善
と
、
共
産
主
義
へ
向
け
て
の
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
社
会
の
さ
ら
な
る
前
進
」
の
た
め
の

第
三
綱
領
「
新
稿
」
を
採
択
し
た
が
、
こ
れ
が
第
四
綱
領
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
第
三
綱
領
の
「
新
稿
」
、
つ
ま
り
改
定
版
で
あ
る
の
は
、

も
ち
ろ
ん
、
第
三
綱
領
の
定
め
た
党
の
任
務
で
あ
る
共
産
主
義
建
設
が
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
し
か
し
、
第
三
綱
領
の
定
め
た
党
の
任
務
が
い
ま
だ
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
た
に
「
新
稿
」
を

採
択
せ
ず
と
も
よ
い
の
で
あ
る
が
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
を
通
じ
て
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
期
の
展
望
が
あ
ま
り
に
楽
観
的
過
ぎ
る
こ
と
が
明
ら
か
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表2　各政綱草案の比較

中央委員会草案 民セ政綱 マルクス主義政綱

過去の歴史

に対する評

価

権威主義的・官僚ヒ義的

体制が存在していた。歴

史 Lの悲劇を認める。

とくになし。 権威主義的・官僚主義的

体制が存在し、非科学的

・教条主義的・空想的態

度があった。

現状認識 ペレストロイカは困難を

伴い、誤算もあ一）た。

ヘレストロイカは中途’卜

端。

資本i三義か社会主義かの

闘いは決定的な段階に来

ている。

改革の目標 人間的民i三的朴会il義。 分権的民i三的朴会i三義。 占典的マルクスh義への
回帰。

政治改革 短絡的な階級的アブロー

チを拒否。ソヴェートヘ

の権力の委譲。

民i三L義的中央集権制と

ノーメンクラトゥーラ制

の廃止。

社会i義を複数政党制・

議会制民i注義・ソヴェ

ート制に楼小化してはな

らない。

連邦制・

民族問題

スターリン的単一国家モ

デルは拒否するが、分離

派運動には反対。新しい

フェデレーションを創設

する。

とくになし。 インターナショナリズム

（族際主義）原則に立っ

た連合。

経済改苧： 計画的市場経済の導入。

私的所有を含む多様な所

有形態を，，忍める。

とくになし。 市場経済への段階的な移

行。原則として私的所有

は認めない。

党の改革 複数政党制を前提とし、

議会選挙を通じて政権党

としての地位を保つよう

努力する。

全体1三義政党から議会L

義政党への移行。ノーメ

ンタラトゥーラ制廃止。

連邦原則のトに、星’二った党。

イデオロギーの強化、党

の浄化が必要。多様な思

想的・政治的見解を表明

することはできる。

民主主義的

中臭集権制

少数意見を尊重するが多

数決P，昌従＾　独白（州

党機関の決定は、L級機
川い一レ　4取i’咄妻れ！・

少数意見を尊重するが多

数決，つは従）中央集権制 数決には侮っ。独Hの紺

織・規律を持つ分派は認

めない。

因1＿ホって取り消され懲

い。分派形成は自由。

数決には従ノ。

筆者作成
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に
な
っ
た
以
上
、
共
産
主
義
建
設
を
遠
い
将
来
の
目
標
と
し
て
棚
上
げ
し
て
（
実
は
こ
の
こ
と
が
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
「
発
達
し
た
社
会
主
義
」

論
の
本
質
で
あ
っ
た
）
、
よ
り
控
え
目
な
任
務
、
す
な
わ
ち
社
会
主
義
の
「
改
善
」
を
任
務
と
し
て
設
定
す
る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
、

「
新
稿
」
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
第
三
綱
領
「
新
稿
」
の
内
容
は
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
期
に
お
け
る
情
勢
の
変
化
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
改
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
に
至
り
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
に
と
っ
て
二
度
目
の
大
会
と
な
っ
た
第
二
八
回
党
大
会
が
そ
の
改
定

の
場
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
一
つ
の
綱
領
は
「
一
定
の
歴
史
的
段
階
」
を
つ
う
じ
て
有
効
で
あ
る
と
い
う
定
義
に
基
づ
き
、

新
し
い
第
四
綱
領
を
採
択
す
る
の
で
は
な
く
、
第
三
綱
領
お
よ
び
そ
の
「
新
稿
」
と
の
関
係
が
あ
い
ま
い
な
ま
ま
、
つ
ま
り
さ
ら
な
る
改

定
版
な
の
か
、
そ
れ
と
も
ま
っ
た
く
の
新
版
な
の
か
と
い
う
位
置
付
け
が
曖
昧
な
ま
ま
、
「
綱
領
的
宣
言
（
月
曾
冨
三
臣
8

G。

窒
望
窪
莞
）
」
と
い
う
か
た
ち
で
採
択
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
綱
領
的
宣
言
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
第
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
一
九
九
〇
年
二
月
五
～
七
日
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
は
、

「
人
間
的
、
民
主
的
社
会
主
義
へ
向
け
て
」
の
政
綱
（
…
四
昌
8
臣
）
草
案
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
第
二
八
回
党
大
会
が
画
期

的
で
あ
っ
た
の
は
、
第
二
章
で
述
べ
た
代
議
員
選
出
手
続
き
の
点
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
二
月
中
央
委
員
会
総
会
に
お

け
る
政
綱
草
案
（
い
わ
ゆ
る
「
中
央
委
員
会
草
案
」
）
の
公
表
に
先
立
ち
、
こ
の
年
の
始
め
か
ら
、
党
内
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
来
、
絶
え

て
久
し
か
っ
た
分
派
が
登
場
し
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
政
綱
草
案
を
公
表
し
つ
つ
、
活
発
な
論
争
を
展
開
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
中
で
有

力
な
分
派
は
、
民
主
政
綱
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
政
綱
派
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
　
一
月
二
〇
～
二
一
日
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
党
員
ク
ラ
ブ
・
党
組
織
全
連
邦
協
議
会
に
お
い
て
、
「
ソ
連
邦
共
産
党
第
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

八
回
大
会
に
向
け
て
の
民
主
政
綱
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
後
、
こ
れ
を
作
成
し
た
グ
ル
ー
プ
は
「
民
主
政
綱
」
派
と
呼
ば
れ
た
。
次
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

で
、
二
月
の
「
中
央
委
員
会
草
案
」
の
公
表
後
、
三
月
に
は
「
ソ
連
邦
共
産
党
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
政
綱
」
草
案
が
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
を
作
成
し
た
グ
ル
ー
プ
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
党
ク
ラ
ブ
連
盟
」
と
称
し
て
い
た
が
、
一
般
に
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
綱
」
派
と
呼

ば
れ
た
。
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
種
々
の
政
綱
や
宣
言
が
、
い
ろ
い
ろ
な
党
組
織
や
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
「
中
央
委

345
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員
会
草
案
」
、
「
民
主
政
綱
」
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
綱
草
案
」
の
概
要
を
比
較
対
照
し
て
み
た
（
表
2
）
。
内
容
的
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義

政
綱
の
独
自
性
、
す
な
わ
ち
保
守
性
が
際
立
っ
て
お
り
、
他
方
で
、
中
央
委
員
会
草
案
と
民
主
政
綱
草
案
の
歩
み
寄
り
は
可
能
で
あ
る
よ

う
に
見
え
た
。
民
主
政
綱
は
、
基
本
的
に
は
党
改
革
と
い
う
点
で
の
み
、
中
央
委
員
会
草
案
の
方
向
を
よ
り
ラ
ジ
カ
ル
に
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
民
主
政
綱
の
中
心
的
な
論
点
は
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ
制
の
廃
止
、
分
派
の
承
認
、
前
衛
政
党
か
ら
議
会
政
党
へ
の
移
行
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
改
革
の
方
向
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
中
央
委
員
会
草
案
を
作
成
し
た
党
指
導
部
に
と
っ
て
、
ま
っ

た
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
言
う
ほ
ど
の
も
の
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。

　
実
際
、
そ
の
後
、
六
月
二
七
日
に
公
表
さ
れ
た
第
二
次
中
央
委
員
会
草
案
で
は
、
党
の
民
主
化
に
つ
い
て
、
ノ
ー
メ
ン
ク
ラ
ト
ゥ
ー
ラ

制
の
廃
止
、
議
会
選
挙
の
重
視
、
行
政
的
・
命
令
的
シ
ス
テ
ム
の
条
件
下
で
形
成
さ
れ
た
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
の
否
定
、
前
衛
党
に

関
す
る
規
定
の
欠
如
、
連
邦
構
成
共
和
国
党
の
独
立
の
保
障
等
、
二
月
の
第
一
次
中
央
委
員
会
草
案
に
対
し
、
「
民
主
政
綱
」
の
提
案
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

若
干
採
り
入
れ
て
改
革
派
へ
歩
み
寄
る
方
向
で
修
正
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
最
終
的
に
、
こ
の
第
二
次
中
央
委
員
会
草
案
が
大
会
で
採
択

　
（
4
3
）

さ
れ
た
。

346

　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

第
五
章
　
党
規
約

　
三
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
で
公
表
さ
れ
た
党
規
約
草
案
は
、
党
員
候
補
制
の
廃
止
、
党
員
の
自
発
的
離
党
の
承
認
、
党
組
織
と
り
わ

け
初
級
党
組
織
の
財
政
を
含
む
自
立
性
と
権
限
の
拡
大
、
党
監
督
委
員
会
と
中
央
監
査
委
員
会
を
併
合
し
た
中
央
監
督
・
監
査
委
員
会
の

新
設
、
政
治
局
に
代
わ
る
連
邦
構
成
共
和
国
党
第
一
書
記
か
ら
な
る
党
中
央
委
員
会
幹
部
会
の
新
設
、
書
記
長
に
代
わ
る
党
議
長
お
よ
び

党
副
議
長
（
複
数
）
の
新
設
、
共
産
党
は
他
の
社
会
団
体
と
並
ん
で
自
由
選
挙
を
通
じ
て
政
権
を
目
指
す
こ
と
、
な
ど
を
規
定
す
る
画
期

的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
方
向
で
の
規
約
改
正
は
、
複
数
政
党
制
を
前
提
と
し
て
、
ソ
連
邦
共
産
党
も
「
民
主
主
義
的
中
央
集
権
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表3規約改正のポイントおよびそれに対する反対意見例（プラウダ等に掲載のもの）

中央委員会3月1∵1案 反対意見

人党および除

名条件に関す

る規智

民i三i1義的中

央集権制

分派

3分の2の多数決で初級克紐織にお

いて決定（従来とおり）．拍薦名お

よひ党員候補制度は1イ邑Il）自発的離

党を承認，

　4分の3の多数決にして入党および

除名の条11を厳しくすべきだ。人党

には一定の党歴を持つ複数フ）党員の

拍薦を必袈とすべきだ（従来とお

　り）、克員候補制度は廃止すへきて

はない 「

少数派の，・こ、兄を尊甲するか、多数決

の結果は全克員か遂1』義務を負う、

（従来とおり）。克組織の決定は綱領

　規終」に反しない限り1、糸及看幾関によ

り耳くリ‘肖されない。

最高指導名

中央機関

克大会

連邦構成タ和

田党フ）1也位

男

月1構成∫量、不川克舞

ハーに含む、

5｛1’にlill隅鼎1∩

戊共和

地位

綱領・規約の枠1

和国克に閏する1

幹部会決定にイ・1

を請求できる、

　KG
苓省軍

組織

従来とおり、’輯

織を通し活動を才

月）構成∫量和国克嬉

3分の2の多数沢のみ全員の遂行義

務かあるとし、lli純多数決ては少数

派の決定逐lj義務を免除すべきた。

地域問題に関するド級機閃の決定は

絶対てある。

分派を完1￥に1，忍めるへきた。

　　　規約の枠内てrい一7二するか、

季Illi1ダ己1こ1莫1◎一ノユ）1坐月5ず亡叫［りし委旦夏二｝。

　　　　　　　　　　　　　再’番：匿，義

し長でよい。令党員のll、．接選学。

’ノ座軍

B・

内の党組織

中内克機閃・

又｛1、1〕のままてよい。

　
　
　
卜

戸F開催「または3frに1回開催。

呵領・規約ブ）枠1ノ・jで自、徊’、し、党の連

那1同化をはかる。共和国内ノ）問題は

」1、杓1い1一嚢：カ・馬〔i是。

初級克糊軍匹1ト41L織は・

　　　　 きた

　　　 ←

政冶的に中疏であるべ

　　　　　　」

　　　　　　　筆者作成

347

党グループ、書記会議など公式・非

公式の横断的組織を承認するか、独

自の組織・規律を持ち綱領に反する

思想的目標を持つ分派は認めない。

党議長。大会で選出。

政治局に代わり幹部会を設置し、連

邦構成共和国党第一書記をそのメン
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制
」
に
基
づ
く
「
一
枚
岩
」
の
前
衛
的
政
党
か
ら
、
国
民
党
的
政
党
で
あ
る
各
連
邦
構
成
共
和
国
党
の
連
合
党
的
議
会
主
義
政
党
へ
と
変

化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
を
反
映
し
て
い
た
。

　
「
民
主
政
綱
」
派
と
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
綱
」
派
は
そ
れ
ぞ
れ
、
党
規
約
案
を
公
表
し
た
が
、
党
規
約
案
に
つ
い
て
は
、
六
月
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

と
、
さ
ら
に
数
多
く
の
草
案
が
公
表
さ
れ
た
。
ま
ず
六
月
五
日
に
モ
ス
ク
ワ
大
学
党
組
織
案
、
六
月
七
日
に
モ
ス
ク
ワ
党
員
作
業
グ
ル
ー

（
4
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
47
）

プ
案
、
六
月
一
〇
日
に
モ
ス
ク
ワ
市
党
委
員
会
案
等
が
た
て
続
け
に
新
聞
紙
上
に
公
表
さ
れ
、
新
聞
紙
上
で
連
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
綱
草

案
や
規
約
改
正
案
に
対
す
る
提
案
や
批
判
の
投
書
が
掲
載
さ
れ
た
。
論
争
の
最
大
の
焦
点
は
、
分
権
的
民
主
的
社
会
主
義
へ
向
け
て
さ
ら

に
徹
底
し
た
党
改
革
を
す
す
め
る
の
か
（
「
民
主
政
綱
」
派
の
立
場
）
、
そ
れ
と
も
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
者
（
「
マ
ル
ク
ス
主
義
政
綱
」
派
）
と

の
妥
協
を
は
か
っ
て
い
く
の
か
（
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
ら
中
道
・
穏
健
改
革
派
の
立
場
）
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
よ
り
具
体
的
に
は
、

党
規
約
の
規
程
に
従
来
ど
お
り
前
衛
政
党
的
・
階
級
政
党
的
性
格
を
残
す
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
議
会
主
義
政
党
に
ふ
さ
わ
し
い
規
約

に
改
正
す
べ
き
な
の
か
、
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
初
級
党
組
織
の
組
織
原
則
の
問
題
、
す
な
わ
ち
こ
れ
ま
で
の
共
産
党
の
基
本
原
理
で
あ

る
生
産
原
則
（
原
則
と
し
て
職
場
ご
と
に
初
級
党
組
織
を
つ
く
る
）
を
維
持
す
る
か
、
そ
れ
と
も
西
欧
の
議
会
政
党
に
お
い
て
一
般
的
な
地
域

原
則
（
原
則
と
し
て
行
政
区
画
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
選
挙
区
ご
と
に
初
級
党
組
織
を
つ
く
る
）
と
す
る
か
と
い
う
問
題
、
第
二
に
、
国
家
機
関

や
軍
そ
の
他
の
武
力
機
関
に
お
け
る
党
組
織
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り
維
持
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
（
表
3
）
。

　
中
央
委
員
会
規
約
草
案
の
内
容
に
、
さ
ら
に
分
派
の
完
全
承
認
、
初
級
党
組
織
形
成
の
地
域
原
則
の
導
入
、
国
家
機
関
や
軍
隊
に
お
け

る
党
組
織
の
廃
止
（
国
家
機
関
の
非
党
化
）
が
加
え
ら
れ
た
規
約
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
ソ
連
邦
共
産
党
は
も
は
や
完
全
に
社
会
民
主
主
義
政

党
へ
と
変
質
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
党
大
会
直
前
の
六
月
二
八
日
に
発
表
さ
れ
た
中
央
委
員
会
草
案
は
、
民
主
主

義
的
中
央
集
権
制
へ
の
依
拠
、
分
派
の
禁
止
な
ど
の
規
定
が
な
さ
れ
、
他
方
で
、
政
治
局
に
代
わ
る
幹
部
会
が
共
和
国
党
第
一
書
記
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
と
い
う
規
程
が
削
除
さ
れ
る
な
ど
、
第
四
章
で
述
べ
た
「
綱
領
的
宣
言
」
最
終
草
案
と
は
対
照
的
に
、
い
く
ぶ
ん
保
守

派
よ
り
に
修
正
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
三
月
草
案
と
同
様
に
、
党
議
長
・
副
議
長
ポ
ス
ト
の
創
設
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
、
新
た
に
党

348
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中
央
委
員
会
選
出
の
第
一
書
記
の
ポ
ス
ト
も
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
明
確
で
な
い
な
ど
、
新
た
な
問
題
点
を
内
包
す
る
も
の
と
な
っ

（
4
8
）た
。
　
し
か
し
、
こ
の
六
月
二
八
日
付
け
規
約
草
案
は
、
さ
ら
に
党
大
会
開
催
中
に
配
付
さ
れ
た
、
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
事
務
局
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

規
約
起
草
委
員
会
に
提
出
し
た
七
月
六
日
付
け
草
案
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
修
正
が
な
さ
れ
た
。
①
党
の
最
高
指
導
者
お
よ
び
中
央
機
関

に
つ
い
て
、
党
議
長
お
よ
び
幹
部
会
で
は
な
く
、
従
来
ど
お
り
の
書
記
長
お
よ
び
政
治
局
と
し
、
あ
ら
た
に
副
書
記
長
ポ
ス
ト
を
新
設
す

る
。
書
記
長
お
よ
び
副
書
記
長
は
、
大
会
で
選
出
さ
れ
る
。
②
中
央
委
員
会
書
記
は
、
従
来
の
よ
う
に
中
央
委
員
会
総
会
で
選
出
さ
れ
る

の
で
は
な
く
、
他
の
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
書
記
と
同
様
に
、
「
協
議
会
あ
る
い
は
大
会
に
お
い
て
、
ま
た
は
代
議
員
の
判
断
に
し
た
が
っ

て
総
会
で
、
選
出
さ
れ
る
」
。
③
六
月
二
八
日
草
案
に
お
け
る
「
大
会
、
協
議
会
、
党
委
員
会
総
会
の
決
定
は
、
下
級
組
織
に
と
っ
て
義

務
的
で
あ
る
。
下
級
組
織
は
、
そ
れ
ら
の
決
定
の
効
力
を
停
止
せ
ず
に
、
上
級
機
関
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
の
権
利
を
有
す
る
」
と
い

う
規
程
を
、
七
月
六
日
草
案
で
は
、
「
大
会
、
協
議
会
、
集
会
の
決
定
は
、
党
組
織
に
と
っ
て
義
務
的
で
あ
る
。
委
員
会
お
よ
び
ビ
ュ
ー

ロ
！
の
決
定
は
、
当
該
組
織
の
党
員
の
多
数
の
承
認
後
、
義
務
的
と
な
る
」
と
い
う
規
程
に
修
正
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
党
内
民
主
化
の

方
向
が
若
干
強
化
さ
れ
、
大
会
等
の
閉
会
期
間
中
の
代
行
機
関
で
あ
る
委
員
会
お
よ
び
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
権
限
が
弱
ま
っ
て
い
る
。
④
民
主

主
義
的
中
央
集
権
制
が
、
党
が
建
設
さ
れ
る
場
合
の
原
則
（
第
一
六
条
）
と
し
て
で
は
な
く
、
活
動
の
原
則
（
第
六
条
）
と
し
て
、
「
党
は
、

独
立
、
党
生
活
、
党
の
利
益
と
個
々
の
党
員
の
利
益
の
結
合
、
党
員
大
会
の
権
力
、
自
覚
的
党
規
律
を
保
障
す
る
民
主
主
義
的
中
央
集
権

制
の
原
則
に
基
づ
い
て
活
動
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
⑤
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
で
あ
る
党
員
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
「
党
グ
ル
ー
プ

（
党
員
フ
ラ
ク
シ
・
ン
）
は
、
党
機
関
の
決
定
が
存
在
す
る
問
題
に
関
し
て
は
、
そ
れ
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
規
程
が
、
「
党

機
関
の
決
定
と
勧
告
を
考
慮
す
る
」
と
い
う
規
程
に
修
正
さ
れ
、
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
代
議
員
た
る
党
員
の
グ
ル
ー
プ
の
権
限
が
強
化
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
50
）

　
党
大
会
で
は
、
こ
の
七
月
六
日
草
案
が
若
干
の
修
正
の
後
に
採
択
さ
れ
た
。
採
択
さ
れ
た
規
約
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
妥
協
の
産
物
ゆ

え
の
以
下
の
よ
う
な
曖
昧
さ
を
多
く
含
ん
で
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
党
員
候
補
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
一
年
未
満
の
試
用
期
間
と
い
っ
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た
制
度
の
設
置
を
認
め
た
。
②
自
己
の
内
的
規
律
を
持
つ
分
派
の
形
成
は
認
め
な
い
が
、
討
議
の
過
程
で
政
綱
ご
と
に
党
員
が
結
集
す
る

権
利
は
制
限
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
規
程
は
、
「
事
実
上
、
分
派
が
承
認
さ
れ
た
」
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
も
内
的
規

律
の
解
釈
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
③
初
級
党
組
織
は
勤
務
地
あ
る
い
は
居
住
地
ご
と
に
構
成
さ
れ
る
と
さ
れ
、
前
衛
党
か
議
会
政

党
か
の
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
初
級
党
組
織
レ
ベ
ル
の
地
域
別
編
成
の
問
題
は
曖
昧
化
さ
れ
、
妥
協
的
規
程
と
な
っ
た
。
④
軍
内
の

党
組
織
に
つ
い
て
は
、
軍
内
の
組
織
と
し
て
、
な
か
ば
公
的
性
格
を
持
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
政
治
機
関
が
廃
止
さ
れ
、
初
級
党
組
織
と
全

軍
党
協
議
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
軍
の
非
党
化
は
否
定
さ
れ
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
以
下
の
よ
う
な
、
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
方
向
で
の
規
約
改
正
も
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
の

原
則
に
つ
い
て
、
七
月
六
日
草
案
に
あ
る
よ
う
に
緩
や
か
な
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
具
体
的
に
、
個
人
に
関
す
る
問
題
は
別
と
し
て
、
原

則
と
し
て
下
級
機
関
の
決
定
は
そ
れ
が
綱
領
と
規
約
に
反
し
な
い
限
り
上
級
機
関
に
よ
っ
て
取
り
消
せ
な
い
と
し
た
。
ま
た
上
級
機
関
と

下
級
機
関
と
の
間
に
不
一
致
が
生
じ
た
場
合
に
は
党
員
の
投
票
に
よ
り
解
決
す
る
と
さ
れ
た
。
②
連
邦
構
成
共
和
国
党
は
独
立
の
も
の
と

さ
れ
、
連
邦
党
の
綱
領
と
規
約
の
基
本
原
則
に
基
づ
く
独
自
の
綱
領
と
規
約
を
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
連
邦
構
成
共
和
国
党
が
連

邦
党
の
決
定
に
不
満
な
場
合
に
は
そ
の
実
行
を
保
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
連
邦
党
の
政
治
局
の
構
成
に
連
邦
構
成
共

和
国
党
第
一
書
記
が
エ
ク
ス
・
オ
フ
ィ
シ
オ
で
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
事
実
上
、
党
の
連
邦
制
化
が
達
成
さ
れ
た
。

　
か
く
し
て
、
全
体
と
し
て
、
党
の
連
邦
制
化
と
そ
れ
に
連
動
し
て
民
主
主
義
的
中
央
集
権
制
の
緩
和
、
分
派
の
部
分
的
容
認
が
達
成
さ

れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
状
の
追
認
に
過
ぎ
ず
、
初
級
党
組
織
を
地
域
別
に
、
つ
ま
り
選
挙
区
別
に
編
成
す
る
と
い
う
点
で
の
、

前
衛
党
か
ら
議
会
政
党
へ
の
移
行
、
換
言
す
れ
ば
社
民
党
化
は
完
全
に
は
達
成
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
軍
の
非
党
化
も
ま
た
達
成
さ
れ
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
入
党
条
件
な
ど
を
中
心
に
多
く
の
曖
昧
な
規
程
を
含
ん
だ
妥
協
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
妥
協
的
性
格
は
、
党
の
分

裂
を
回
避
す
る
こ
と
を
最
優
先
し
、
党
規
約
改
正
に
つ
い
て
、
妥
協
的
な
中
央
委
員
会
六
月
草
案
よ
り
さ
ら
に
い
く
ぶ
ん
正
統
派
よ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

意
見
を
支
持
し
、
「
民
主
政
綱
」
派
の
意
見
を
支
持
し
な
か
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
書
記
長
報
告
に
何
よ
り
も
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
た
。
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そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
党
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
数
年
間
に
わ
た
っ
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
進
め
て
き
た
党
改
革
の
方
向
を
よ
り
明
確
に
指
し

示
し
た
「
民
主
政
綱
」
派
的
な
方
向
つ
ま
り
社
民
路
線
へ
と
進
も
う
と
す
る
改
革
の
流
れ
の
ス
ピ
ー
ド
を
い
く
ぶ
ん
抑
え
、
若
干
の
方
向

転
換
を
促
す
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

ソ連邦共産党第28回大会をめくる諸問題

　
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
の
ム
ー
ド
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
党
大
会
の
直
前
に
開
催
さ
れ
た
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党

創
立
大
会
を
支
配
し
た
保
守
的
な
ム
ー
ド
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
主
要
な
改
革
派
お
よ
び
中
道
派
の
指
導
者
が

ソ
連
邦
共
産
党
中
央
委
員
会
を
占
め
て
い
る
と
き
に
、
そ
し
て
モ
ス
ク
ワ
市
や
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
州
を
含
め
て
主
要
な
地
方
党
第
一
書
記

が
連
邦
党
中
央
委
員
会
の
幹
部
を
占
め
て
い
る
と
き
に
、
そ
れ
以
外
の
、
つ
ま
り
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
流
れ
の
中
で
あ
た
か
も
そ
れ
に
置

い
て
い
か
れ
た
よ
う
な
二
流
の
保
守
的
地
方
指
導
者
が
ロ
シ
ア
共
和
国
党
と
い
う
最
大
の
党
組
織
の
最
高
指
導
部
を
掌
握
し
た
と
い
う
事

実
は
重
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
よ
り
も
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
代
議
員
が
全
体
と
し
て
か
な
り
保
守
的
で
あ
っ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
、
従
来
よ
り
も
民
主
的
に
行
な
わ
れ
た
は
ず
の
代
議
員
選
挙
の
結
果
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か

は
、
別
途
、
詳
細
な
分
析
を
必
要
と
す
る
。

　
大
会
代
議
員
の
構
成
上
の
問
題
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
初
め
て
大
会
代
議
員
選
出
が
複
数
候
補
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
る
た
め
に
、
お
そ
ら
く
は
不
利
な
結
果
と
な
る
こ
と
を
予
測
し
た
保
守
派
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
三
月

一
六
日
に
採
択
さ
れ
た
「
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
招
集
日
、
党
の
報
告
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
大
会
代
議
員
の
代
表
基
準
と
選
出

手
続
き
に
つ
い
て
」
の
党
中
央
委
員
会
総
会
決
定
に
、
陸
海
軍
、
内
務
省
軍
、
国
境
警
備
隊
の
党
組
織
か
ら
の
代
議
員
を
別
枠
で
選
出
す

る
規
程
を
入
れ
さ
せ
た
結
果
、
多
く
の
保
守
的
な
軍
人
代
議
員
が
大
会
に
選
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
党
内
保
守
派
お
よ
び
軍
人
代
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議
員
は
、
改
革
派
の
主
張
す
る
国
家
機
関
・
軍
内
に
お
け
る
党
組
織
の
廃
止
、
い
わ
ゆ
る
国
家
機
関
の
非
党
化
の
政
策
に
非
常
な
危
機
感

を
抱
き
、
何
が
何
で
も
こ
の
規
程
だ
け
は
採
択
さ
せ
な
い
と
い
う
断
固
た
る
意
志
を
持
っ
て
大
会
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

軍
人
代
議
員
が
大
会
代
議
員
に
選
出
さ
れ
る
こ
と
の
障
害
を
取
り
除
い
た
三
月
の
党
中
央
委
員
会
決
定
が
採
択
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、

す
で
に
保
守
派
は
半
ば
勝
利
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
か
く
し
て
、
第
二
八
回
党
大
会
の
ム
ー
ド
は
、
一
九
九
〇
年
の
前
半
の
党
政
革
の

流
れ
か
ら
す
る
と
い
く
ぶ
ん
保
守
的
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
大
会
を
支
配
し
て
い
た
ム
ー
ド
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
一
九
九
〇
年
に
入
っ
て
離
党
者
の
激
増
と
い
う

未
曾
有
の
危
機
的
状
況
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
党
の
公
式
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
は
、
入
党
者
一
〇
万
八
三
九
二
名
、
除
名

者
五
八
万
五
〇
八
八
名
、
離
党
者
一
八
○
万
九
四
二
四
名
、
差
引
き
二
二
八
万
六
二
一
〇
名
の
党
員
の
減
少
（
他
に
死
亡
・
行
方
不
明
者
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

に
よ
る
減
少
が
約
四
二
万
六
〇
〇
〇
名
あ
っ
た
）
と
い
う
平
時
に
お
い
て
最
大
の
党
員
数
の
減
少
の
あ
っ
た
年
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
一
九
九
〇

年
一
年
間
で
は
、
党
員
の
減
少
は
大
会
前
よ
り
も
大
会
後
に
い
っ
そ
う
激
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
党
員
数
の
減
少
と
い
う
点
に
つ
い
て

言
え
ば
、
大
会
は
党
の
危
機
を
い
っ
そ
う
深
刻
化
さ
せ
た
と
言
え
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
こ
の
第
二
八
回
党
大
会
が
ソ
連
邦
共
産
党
史

上
、
最
も
社
会
民
主
主
義
的
な
綱
領
と
規
約
を
採
択
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
社
会
の
動
き
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
先
を
進

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
党
大
会
の
演
説
で
、
「
［
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
発
展
の
方
策
の
］
問
題
は
、
国
民
に
よ
っ
て
こ
の
建
物
の
壁
の
外
で
解

決
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
人
民
代
議
員
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
の
だ
」
と
指
摘
し
、
そ
れ
ゆ
え
「
こ
こ
で
解
決
さ
れ
る
の
は
党

上
層
部
の
ア
パ
ラ
ー
ト
の
運
命
の
問
題
に
過
ぎ
な
い
」
と
述
べ
、
党
が
自
ら
の
改
革
を
進
め
な
け
れ
ば
や
が
て
国
民
が
「
党
の
資
産
の
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

有
化
」
と
い
う
反
撃
に
出
る
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
た
。
実
際
、
彼
の
言
う
と
お
り
、
こ
の
第
二
八
回
党
大
会
は
、
も
は
や
ソ
連
政
治
の
中

で
の
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
過
ぎ
ず
、
か
つ
て
党
大
会
で
決
定
さ
れ
る
幹
部
人
事
や
採
択
さ
れ
る
決
定
に
ソ
連
国
内
は
も
ち
ろ
ん
大
げ
さ

に
言
え
ば
全
世
界
が
注
目
し
た
と
き
の
よ
う
な
威
信
や
権
威
は
、
も
は
や
こ
の
党
大
会
に
は
な
か
っ
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
演
説
の
最
後
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で
、
「
国
民
は
、
ど
ん
な
政
治
勢
力
で
あ
れ
、
そ
れ
が
過
去
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
引
退
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
大
見
得
を
切
っ
た
が
、
そ
れ
が
一
年
後
に
は
現
実
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
も
か
く
、
第
二
八
回
党
大
会
は
、
「
人
道
的
、
民
主
的
社
会
主
義
へ
向
け
て
」
の
綱
領
的
宣
言
と
、
新
し
い
党
規
約
を
採
択
し
て
一

九
九
〇
年
七
月
一
三
日
に
閉
会
し
た
。
採
択
さ
れ
た
党
規
約
で
は
、
「
国
家
機
関
の
非
党
化
」
は
採
用
さ
れ
ず
、
ま
た
党
組
織
の
組
織
原

則
に
つ
い
て
は
「
地
域
・
生
産
原
則
」
と
い
う
折
衷
的
で
あ
い
ま
い
な
表
現
が
採
用
さ
れ
、
「
自
己
の
内
的
規
律
を
持
つ
分
派
」
も
承
認

さ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
前
衛
・
階
級
政
党
か
ら
議
会
主
義
政
党
へ
の
脱
皮
は
極
め
て
不
完
全
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
他
方
で
、

連
邦
構
成
共
和
国
党
第
一
書
記
を
自
動
的
に
政
治
局
の
メ
ン
バ
ー
と
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
党
の
連
邦
制
化
」
が
承
認
さ
れ
、
政
治
局

か
ら
首
相
を
始
め
と
す
る
重
要
閣
僚
が
解
任
さ
れ
、
頂
点
に
お
け
る
党
と
国
家
機
関
の
分
離
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
大
統
領
と
書
記
長
を

兼
任
す
る
以
外
は
達
成
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
も
は
や
政
治
局
が
国
家
の
最
高
政
策
決
定
機
関
で
な
く
な
っ
た

こ
と
を
意
味
し
、
す
で
に
述
べ
た
党
中
央
委
員
会
書
記
の
権
限
の
縮
小
と
あ
い
ま
っ
て
、
結
局
、
ソ
連
邦
共
産
党
指
導
部
の
著
し
い
威
信

の
低
下
を
も
た
ら
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
意
図
し
て
い
た
結
果
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
ソ
連
邦
の
最
高
政
策
決
定
機
関
は
、
確

実
に
、
大
統
領
と
大
統
領
会
議
、
そ
し
て
人
民
代
議
員
大
会
と
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
に
移
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
時
は
二
〇
〇
〇
万
人
近

く
の
党
員
を
擁
し
、
ソ
連
社
会
を
文
字
ど
お
り
支
配
し
て
い
た
ソ
連
邦
共
産
党
は
、
も
は
や
弱
体
化
へ
と
進
み
始
め
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
筆
者
が
こ
れ
ま
で
に
参
照
す
る
こ
と
の
で
き
た
ソ
連
邦
共
産
党
第
二
八
回
大
会
に
関
す
る
研
究
は
、
力
①
①
の
葛
．
＞
（
a
●
y
S
ぎ
ぎ
ミ
禽
9
華

ミ
§
婁
、
ミ
建
き
ミ
旨
§
ミ
、
↓
ぎ
図
図
『
ミ
O
§
讐
8
。
。
亀
ミ
恥
O
§
ミ
§
§
、
ミ
q
。
⇒
ミ
の
。
ミ
§
q
ミ
§
（
z
睾
K
o
民
ω
e
ζ
貰
言
．
ω

零
窃
ω
」
O
露
）
だ
け
で
あ
る
。
ス
チ
ェ
フ
ェ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
そ
の
第
一
章
「
第
二
八
回
党
大
会
の
背
景
」
と
第
二
章
「
第
二
八
回
党
大
会
の

　
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
は
、
さ
す
が
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
包
括
的
で
優
れ
た
分
析
で
あ
る
が
、
人
事
や
制
度
の
問
題
を
含
め
て
あ
ら
ゆ
る
問
題
を
取
り

扱
っ
て
い
る
の
で
、
個
別
の
問
題
に
つ
い
て
見
れ
ば
表
面
的
な
分
析
に
な
っ
て
い
る
。
無
論
、
こ
の
ホ
ワ
イ
ト
論
文
の
ね
ら
い
は
、
第
二
八
回
党
大

会
に
つ
い
て
の
概
括
的
な
見
取
図
の
作
成
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
筆
者
は
そ
れ
を
批
判
す
る
つ
も
り
は
ま
っ
た
く
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
論
文
の
基
礎
の
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上
に
立
っ
て
よ
り
個
別
的
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
姿
勢
で
あ
る
。

（
2
）
魯
象
費
一
〇
〇〇
8
笛
oo
差
器
冨
噛
o
●
ω
，

（
3
）
魯
Q
亀
禽
一
〇
〇。
刈
」
O
o
。
8
一
〇
曾
暑
雪
国
噸
ρ
鱒
9
竃
§
さ
論
b
8
ミ
弟
一
〇
〇。
8
一
〇
曾
呂
2
卸
。
■
鱒
“
さ
、
ミ
§
§
§
さ
ま
’

　
9
Ω
認
ー
ω
釦

　
藁
§
ミ
R
§
麩
巌
麩
ま
」
O
o
o
8
Z
9
ρ
ρ
“
ω
ム
9
藁
§
ミ
§
養
論
裟
轟
さ
｝
一
〇
〇
〇
8
Z
ρ
曾
ρ
認
為
9

（（　（（（（（（（（（（
聴＋麗鰻鋭色見

魯
象
實

§
題
費

ミ
自
亀
鼻

魯
禽
＆
”

魯
象
＆
堕

魯
Q
亀
鼻

ミ
象
貴

§
禽
費

魯
禽
動
鼻

一
〇
〇〇
〇〇
．
卜
o
刈
竃
◎
卸
ρ
ド

一
〇
〇〇
〇
〇
｝
㎝
＝
δ
員
卸
o
・
鍾

一
〇
〇〇
P
N
O
8
＝
冒
◎
℃
卸
o
」
■

一
〇
〇〇
〇〇
曽
N
刈
言
帥
卸
ρ
卜
o
。

一
〇
〇〇
〇
〇
り
㎝
国
δ
昌
卸
ρ
⑲
■

一
〇
G

o
c
o
一
N
刈
寓
麟
卸
ρ
ド

一
〇
〇〇
〇〇
‘
b
o
O
＝
δ
＝
鉾
ρ
①
■

一
〇
〇〇
〇
〇
．
㎝
国
δ
員
鉾
ρ
ド

一
〇
〇〇
〇〇
」
o
民
↓
訟
◎
℃
卸
ρ
一
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙
稿

（
一
九
九
〇
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
恥
偽
ミ
G
義
O
N
O

会
は
一
九
七
六
年
二
月
二
四
日
～
三
月
五
日
、

会
か
ら
第
二
七
回
党
大
会
ま
で
は
、

　
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
1
6
）
　
魯
象
＆
通
一
〇
〇〇
〇
砧
0
8
胃
出
α
も
国
曹
o
■
一
。

（
1
7
）
　
ぎ
ミ
ミ
魯
ρ
一
。

（
1
8
）
昏
ま
動
鼻
　
一
〇
〇
ρ
ミ
竃
四
冨
鉾
。
■
一
。

一
〇
〇〇
8
Z
ρ

本
稿
の
こ
こ
ま
で
の
記
述
の
よ
り
詳
細
な
内
容
は
、
　
　
　
「
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
ド
に
お
け
る
ソ
連
邦
共
産
党
の
変
化
」
『
法
学
研
究
』
第
六

さ
ミ
象
映
o
ミ
ミ
達
§
ミ
ミ
鳴
象
＆
ミ
b
ミ
§
　
　
　
　
　
　
9
蔦
9
霞
‘
口
g
目
器
勾
」
一
〇
〇〇
9
Ω
一
㎝
－
一
9

第
二
三
回
党
大
会
は
一
九
六
六
年
三
月
二
九
日
～
四
月
八
日
、
第
二
四
回
党
大
会
は
↓
九
七
一
年
三
月
三
〇
日
～
四
月
九
日
、
第
二
五
回
党
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
六
回
党
大
会
は
一
九
八
一
年
二
月
二
三
日
～
三
月
三
日
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
第
二
三
回
党
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
ぼ
正
確
に
五
年
に
一
回
、
三
月
末
か
ら
四
月
初
め
に
か
け
て
か
、
ま
た
は
二
月
末
か
ら
三
月
初
め
に
か
け
て
、
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（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）れ

て
実
施
さ
れ
、

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

　
リ
ガ
チ
ョ
フ
ら
の
発
言
の
概
要
は
、

　
邦
指
導
部
に
対
す
る
激
し
い
批
判
の
部
分
を
省
略
し
て
い
る
。

　
る
。

（
3
0
）
　
S
§
暑
魯
ρ
㌣
轟
●

（
3
1
）
　
9
）
ミ
ミ
ら
蓉
鴻
建
象
§
．
一
8
ρ
認
＝
δ
＝
卸
ρ
G
o
’

（
32
）
　
な
お
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
代
議
員
に
対
す
る
意
見
調
査
の
結
果
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
大
会
の
ム
！
ド
を
明
ら
か
に
す
る

　
上
で
興
味
深
い
。
O
茎
§
竃
ら
ミ
麩
貸
＞
＞
員
ら
Ω
お
8
Z
9
8
。
■
o。
①
6
G。
。

（
3
3
）
　
ミ
8
8
ミ
≧
o
ミ
勲
一
8
0
Z
O
。
曽
（
冒
審
卜
o
命
甘
ぞ
一
）
も
匿
O
。

（
3
4
）
　
ポ
ロ
ス
コ
フ
は
、
一
九
九
〇
年
五
月
二
五
日
に
行
な
わ
れ
た
ロ
シ
ア
共
和
国
最
高
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
議
長
選
挙
に
お
い
て
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
対
抗
す
る

　
形
で
立
候
補
し
（
も
う
一
名
は
カ
ザ
ン
市
の
教
員
モ
ロ
キ
ン
氏
）
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
と
と
も
に
決
選
投
票
に
残
っ
た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
と
も
ど
も
過
半

　
数
票
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
二
八
日
に
行
な
わ
れ
た
再
選
挙
に
は
ポ
ロ
ス
コ
フ
は
立
候
補
を
辞
退
し
た
が
（
共
産
党
主
流
派
代
表
と
し

　
て
は
、
代
わ
り
に
、
よ
り
穏
健
な
ウ
ラ
ソ
フ
・
ロ
シ
ア
共
和
国
大
臣
会
議
議
長
が
立
候
補
し
た
）
、
こ
の
経
緯
か
ら
見
て
、
ポ
ロ
ス
コ
フ
は
ロ
シ
ア

ミ
麩
＆
．
一
〇
〇
ρ
卜
o
oo
ζ
四
萄
僧
ρ
卜
⊃
’

魯
自
亀
鼻
一
8
ρ
一
ω
曾
呂
雪
鉾
。
』
・

§
ま
＆
．
一
8
ρ
曽
曾
閃
℃
m
昌
酋
o
」
－
ド

、
督
禽
爵
一
一
〇
〇
ρ
＝
竃
m
萄
鉾
o
」
。

こ
の
ロ
シ
ア
党
協
議
会
は
、
開
会
後
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
創
立
大
会
は
、
第
一
期
と
第
二
期
に
別

　
　
　
　
　
第
二
期
は
一
九
九
〇
年
九
月
四
～
六
日
に
行
な
わ
れ
た
。

ミ
麩
＆
一
〇
〇〇
P
曽
8
胃
＆
冨
』
」
－
ド

S
§
裟
♪
ρ
b
o
．

魯
麩
＆
．
一
〇
〇〇
P
一
〇
勾
釜
9
鉾
o
」
’

魯
麩
＆
）
一
〇
〇
ρ
一
刈
ζ
餌
篇
鉾
ρ
一
，

§
象
＆
、
一
8
ρ
⑲
O
＝
δ
工
卸
o
」
－
ω
り

9
禽
ミ
象
禽
ミ
象
§
．
一
〇
〇
ρ
曽
＝
δ
塁
ち
」
－
9
な
お
、
こ
の
メ
リ
ニ
コ
フ
の
発
．
一
、
一
・
を
含
め
、
以
下
で
採
り
上
げ
た
マ
カ
シ
ョ
フ
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
の
プ
ラ
ウ
ダ
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
、
プ
ラ
ウ
ダ
で
は
発
言
の
要
約
を
掲
載
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ウ
ェ
ー
ッ
カ
ヤ
・
ロ
シ
ア
は
速
記
録
で
あ
り
、
発
言
の
全
容
を
知
る
こ
と
か
で
き
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共
和
国
の
党
組
織
内
の
反
エ
リ
ツ
ィ
ン
派
（
し
た
が
っ
て
反
改
革
派
）
の
代
表
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

（
3
5
）
　
当
時
ア
ル
メ
ニ
ア
共
産
党
第
二
書
記
で
あ
っ
た
ロ
ボ
フ
が
な
ぜ
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
創
立
大
会
に
代
議
員
と
し
て
出
席
し
て
い
る
の
か
は

分
ら
な
い
。
ち
な
み
に
、
ロ
ボ
フ
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
出
身
地
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
州
党
第
二
書
記
、
同
州
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
執
行
委
員
会
議
長
を
歴

任
、
一
九
八
七
年
七
月
二
日
か
ら
ロ
シ
ア
共
和
国
大
臣
会
議
副
議
長
（
副
首
相
）
に
就
任
し
、
一
九
八
九
年
二
月
一
七
日
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
が
、

同
年
一
月
一
七
日
に
ア
ル
メ
ニ
ア
共
産
党
第
二
書
記
に
転
出
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
一
年
七
月
一
五
日
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
下
の
ロ
シ
ア
共
和
国

大
臣
会
議
第
一
副
議
長
（
第
一
副
首
相
）
（
地
域
発
展
経
済
特
区
担
当
）
に
就
任
、
同
年
一
一
月
一
二
日
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
政

府
内
の
閑
職
に
降
格
、
一
九
九
三
年
四
月
一
五
日
に
再
び
ロ
シ
ア
連
邦
大
臣
会
議
第
一
副
議
長
・
経
済
大
臣
に
復
帰
、
さ
ら
に
同
年
九
月
一
八
日
か

　
ら
、
ロ
シ
ア
連
邦
安
全
保
障
会
議
事
務
局
長
に
就
任
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
ロ
ボ
フ
の
経
歴
か
ら
す
る
と
、
彼
は
、
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産

党
創
立
大
会
当
時
は
、
中
道
・
穏
健
派
な
い
し
改
革
派
（
隠
れ
エ
リ
ツ
ィ
ン
派
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
3
6
）
　
尋
S
實
　
一
8
ρ
b
o
ω
＝
δ
雷
曽
o
・
ド
な
お
、
　
ロ
シ
ア
共
和
国
共
産
党
第
一
書
記
就
任
直
後
の
ポ
ロ
ス
コ
フ
と
の
会
談
記
事
が
、
　
魯
象
實

　
一
〇
8
』
“
＝
δ
臣
も
』
に
、
ま
た
記
者
会
見
の
概
要
が
、
さ
恥
象
ミ
§
・
一
〇
〇
ρ
曽
＝
δ
臣
も
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
事
を
読
む

限
り
、
彼
が
改
革
派
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
3
7
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
4
1
）

（
4
2
）

（
4
3
）

（
4
4
）
　
び
そ
の
党
規
約
と
そ
れ
以
前
の
一
九
七
一
年
の
第
二
四
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
規
約
と
の
異
同
に
関
し
て
は
、

旧
規
約
と
の
異
同
と
そ
の
意
味
ー

九
八
六
年
一
二
月
、

（
4
5
）

愚
Q
亀
や
一
〇
〇
ρ
曽
＝
δ
＝
卸
ρ
一
山
。

鋤
o
き
ミ
§
　
O
o
象
ミ
象
§
①
蕉
R
§
§
8
§
℃
ω
あ
臣
塑
↓
』
P
三
。
｝
国
ω
h
－
切
o
《
O
o
切
8
0
民
窒
O
＝
月
＝
ズ
昌
o
器
員
鵠
凶
》
」
O
誤
噛
ρ
曽
●

b
象
§
§
9
恥
ミ
象
禽
①
≧
§
§
§
亀
§
）
ω
る
器
塑
↓
』
8
ζ
書
＝
呂
邑
o
《
O
o
切
8
艮
窪
O
工
量
雪
o
器
長
国
》
」
O
ミ
｝
ρ
一
器
。

ミ
象
さ
象
ミ
ぬ
き
ミ
亀
黛
　
一
8
ρ
b
o
ω
曾
呂
雪
卸
ρ
卜
o
旧
魯
Q
亀
9
一
〇
〇
ρ
oo
三
8
↓
鉾
ρ
ω
。

ミ
o
象
o
Q
象
§
鳶
ミ
亀
や
一
〇
〇
ρ
ω
一
臣
萄
鉾
ρ
ω
“
ミ
Q
亀
鼻
一
8
ρ
一
①
僧
月
①
詰
噛
ρ
卜

魯
象
魯
℃
一
〇
〇
ρ
N
刈
＝
δ
＝
鉾
o
」
－
N
。

魯
黛
亀
P
一
〇
〇
ρ
窃
＝
δ
昌
鉾
ρ
一
曽
ω
■

第
二
八
回
党
大
会
ま
で
有
効
で
あ
っ
た
党
規
約
、
す
な
わ
ち
一
九
八
六
年
の
第
二
七
回
党
大
会
で
採
択
さ
れ
た
党
規
約
の
全
訳
・
解
説
、
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
拙
稿
「
新
『
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
）
、
（
中
）
、
（
下
）
」
『
国
防
』
第
三
五
巻
第
｝
二
号
、
第
三
六
巻
第
一
号
、
第
二
号
（
一

　
　
　
　
　
　
一
九
八
七
年
一
月
、
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ミ
o
象
o
象
言
論
き
ミ
亀
騨
　
一
8
ρ
㎝
＝
6
雷
噛
ρ
笛
－
ω
’
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（
4
6
）
　
ま
o
象
o
象
さ
論
奪
禽
＆
）
一
〇
〇
ρ
刈
＝
δ
＝
鉾
ρ
笛
■

（
4
7
）
　
ま
o
象
8
象
§
　
ミ
禽
＆
）
一
〇
〇
〇
」
O
国
δ
工
卸
ρ
㌣
ω
，

（
4
8
）
　
魯
禽
＆
博
一
8
0
る
oo
＝
δ
＝
国
も
。
一
－
卜
o
。

（
4
9
）
　
こ
の
七
月
六
日
付
け
草
案
は
大
会
会
場
で
配
付
さ
れ
．
筆
者
は
直
接
そ
れ
を
大
会
会
場
で
入
手
し
た
。

（
5
0
）
　
§
象
＆
｝
一
〇
〇
ρ
一
〇〇
謹
6
昌
頚
o
。
一
歯
。

（
5
1
）
　
魯
禽
動
鼻
一
8
ρ
ω
国
δ
員
卸
ρ
一
－
ω
。

（
5
2
）
　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ソ
連
邦
共
産
党
解
体
過
程
の
分
析
－
統
計
と
世
論
調
査
か
ら
ー
」
『
国
際
政
治
』

　
年
一
〇
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
3
）
　
魯
麟
亀
鼻
一
8
ρ
o
o
国
δ
詰
噛
ρ
郵

第
一
〇
四
号
（
一
九
九
三
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